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　成人式企画実行委員会は昨
年8月7日から18回にわたっ

て集まり、どんな成人式にし

たいか考えました。メンバー

24人がそれぞれの立場から

意見を出し合い話し合いを進
めました。
　「記念行事」の出し物に選
んだのは一関に関するクイ

ズ。久しぶりに会う友人とい

い思い出を作れるよう、新成
人全員が参加できる企画を用
意しました。クイズの内容も

「厳美渓のかっこう団子の名
前の由来」など、ちょっと難
しい問題も準備。このクイズ

を通して、古里一関について

新たな発見をしてもらうこと

が狙いです。
　今年のテーマは「Restart

～ここから始まる物語」です。
私たちはこれまで、家族、友
人、学校の先生や地域の人な

ど多くの人に支えられて成長
してきました。人生の一つの

節目として、それぞれが20年
間を振り返り、どんな大人に

なりたいか、どんな夢を実現
させたいのか考える機会にし

てほしいです。そして、決意
を新たに自分の目標に向かっ

て進んでほしいと思います。
　私は現在、消防士として市
内で勤務しています。救急救
命の分野を極め、市民の命を

守りたいと思っています。高
校生の時、いとこが亡くなり

ました。吐
と

しゃ物を喉に詰ま

らせてしまったことが直接の

死因でした。正しい救命処置
をしていれば助かったかもし

れないと思うと悔しかったで

す。講習会などで救命処置の

知識を広めることで助けられ

る命を守る活動をしていきた

いです。

特集  「若者たち」
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宮城県内の大学で小・
中学校の教員を目指し
て勉強中です。子供た
ちが楽しく学校生活を
送れるよう尽力します。
家族にも恩返しがした
いです。

自動車整備士 2級資格
取得を目指して勉強し
ています。海外勤務や
休日出勤をしながら苦
労して育ててくれた父
母。次は自分が養い、楽
させる番です。

20 歳の抱負

二十歳の決意
� anks and Dream

■菅
すがわら

原結
ゆい

さん（一関） ■千
ち だ

田優
ゆ う き

樹さん（大東）

自動車部品関連の会社
に勤めています。いろ
いろなことにチャレン
ジして人生を楽しみた
いです。家族への恩返
しは絶対にしようと思
います。

■小
こがねもり

金森優
ゆ う や

弥さん（花泉）

県内の大学で英語教
育の勉強をしていま
す。夢は高校の英語
教諭。学業とボラン
ティア活動に積極的
に取り組み、自立した
大人を目指します。

■吉
よ し だ

田真
ま い

衣さん（東山）

青森県内の大学で経
営学を学んでいます。
ソフトボールの遠征
費や大学の費用を出
してくれた両親に感
謝。将来は一関で働
きたいです。

■鈴
す ず き

木里
り さ こ

紗子さん（川崎）

県内の大学で建築や
防災について学んで
います。勉学だけで
なく、学生のうちにし
かできないことを経
験して、将来岩手や一
関に貢献したいです。

■小
お の

野優
ゆうへい

平さん（千厩）

一昨年消防士になり
ました。二十歳の目標
は自立。より多くの知
識、技術を身に付け、
消防士として一人前の
仕事ができるように頑
張ります。

■三
み う ら

浦悠
ゆう

さん（室根）

市内の金融機関で働
いています。今まで
支えてくれた人たち
に恩返しがしたいで
す。たくさん愛して
くれた両親に親孝行
もしたいです。

■佐
さ と う

藤春
は る か

翔さん（藤沢）

5 I-Style

さ
と
う
・
り
ゅ
う
の
す
け
（
大
東
町
）　

一
関
市
成
人
式
企
画
実
行
委
員
会
委
員
長

佐
藤
龍
之
介
さ
ん

20 歳を迎え、「大人」と言われるようになった。

20年生きて選んだそれぞれの道がある新成人たち。

自分を支えてくれる家族や地域の人に感謝しながら

それぞれが夢と希望に向かって歩き出す。

若者た
ちの
決意

　

今
年
の
成
人
式
の
テ
ー
マ
は

「R
esta

rt

〜
こ
こ
か
ら
始
ま
る

物
語
」。
20
歳
と
い
う
一
つ
の
節

目
で
今
ま
で
の
人
生
を
振
り
返
る

と
と
も
に
、
未
来
へ
の
新
し
い
一

歩
を
踏
み
出
そ
う
と
い
う
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

成
人
式
企
画
実
行
委
員
は
、
こ

の
テ
ー
マ
に「
た
く
さ
ん
の
人
に
支

え
ら
れ
て
成
長
し
て
き
た
」「
生
ま

れ
育
っ
た
一
関
に
つ
い
て
深
く
考

え
、
見
つ
め
直
す
機
会
に
し
た
い
」

「
自
分
を
育
て
る
た
め
に
一
生
懸
命

働
き
学
費
を
出
し
て
く
れ
て
い
る

両
親
、
た
く
さ
ん
愛
し
て
く
れ
て

い
る
家
族
、
友
人
、
恩
師
や
地
域
の

人
へ
の
感
謝
を
伝
え
た
い
」
な
ど
そ

れ
ぞ
れ
の
思
い
を
込
め
た
。
こ
れ

ま
で
を
振
り
返
り
、
大
人
と
し
て

の
一
歩
を
踏
み
出
す
決
意
を
新
た

に
し
た
。

　

彼
ら
に
は
目
標
が
あ
る
。
学
校

の
先
生
に
な
り
た
い
、
親
孝
行
し

た
い
、
一
人
前
の
仕
事
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
た
い
―
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
向
か
い
、

努
力
を
惜
し
ま
ず
、
一
歩
で
も
近

づ
こ
う
と
誓
い
あ
っ
た
。

profile はたけやま・けいたろう

1997年大東町曽慶生まれ。高校卒業と同時に左官の道
に進み、現在花巻市高等職業訓練校で技を磨いている

決意を新たに、歩き始めた若者たち

感
謝
を
胸
に
目
標
に
進
む

早 く 一 人 前 に な っ て、立 派 な 職 人 に な り た い

　祖父の代から続く左官の会社で働
いています。高校卒業後の進路を決
めるとき、父から「家を継いでほしい」
と言われました。年下のきょうだい
の世話が好きだった私は、保育士を
目指していました。ですが、父の言葉
と向き合い、左官の道に進みました。
現在は父の会社に勤めながら花巻市

高等職業訓練校に通っています。
　小学生のとき、コテで自宅の壁を
スイスイと塗る職人の姿がかっこよ
かったことを思い出します。つらい
ことも多いですが、早く一人前の立
派な職人になりたい。今年の目標は
左官技能士2級の合格。その後は1

級にもチャレンジしたいです。

　

古
里
を
思
い
、
大
人
へ
の
一
歩

を
踏
み
出
す
新
成
人
た
ち
の
物
語

は
こ
こ
か
ら
始
ま
る
。

　

総
務
省
の
人
口
推
計
に
よ
る
と
、

２
０
１
８
年
１
月
１
日
時
点
の
全

国
の
新
成
人
は
１
２
３
万
人
。
総

人
口
に
占
め
る
割
合
は
０
・
97
㌫

と
８
年
連
続
で
１
㌫
を
下
回
っ
て

お
り
、
今
後
も
新
成
人
者
数
は
減

少
し
て
い
く
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　

今
後
も
少
子
化
が
進
め
ば
、
生

産
年
齢
人
口
や
労
働
人
口
の
減
少

に
よ
る
影
響
な
ど
若
い
世
代
へ
の

負
担
は
確
実
に
増
え
て
い
く
。
ま

た
、
都
市
部
へ
の
人
口
流
出
で
地

方
の
人
口
は
激
減
し
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
維
持
や
活
発
な
経
済
活

動
が
困
難
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
う

な
れ
ば
、
生
活
に
身
近
な
商
店
の

閉
店
、公
立
学
校
の
統
廃
合
と
い
っ

た
生
活
に
直
結
す
る
問
題
も
増
え

て
く
る
。

　

自
ら
の
目
標
に
向
か
っ
て
努
力

を
重
ね
て
い
る
新
成
人
た
ち
。
彼

ら
の
夢
や
希
望
を
叶
え
る
た
め
に

は
働
き
方
の
改
革
や
地
域
の
支
援

な
ど
、
社
会
の
後
押
し
も
必
要
だ
。

新
成
人
を
支
え
る

社
会
の
後
押
し
が
必
要

畠山慶太郎さん


